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別
表
第
二
の
三
第
二
号
の
二
ニ

中
「
気
体
ポ
ン
プ
」
を
「
真
空
ポ
ン
プ
及
び
気
体
ポ
ン
プ
」
に
改
め
、
同
号
ニ

を
同
号
ニ

と
し
、
同
号
ニ
中

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

液
体
ポ
ン
プ

別
表
第
二
の
三
第
二
号
の
二
ニ

中
「
の
部
分
品
」
を
「
及
び
そ
の
部
分
品
」
に
改
め
、
同
号
ニ

を
同
号
ニ

と

し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ピ
ス
ト
ン
式
火
花
点
火
内
燃
機
関
及
び
ピ
ス
ト
ン
式
圧
縮
点
火
内
燃
機
関
並
び
に
こ
れ
ら
の
部
分
品

液
体
タ
ー
ビ
ン
又
は
水
車
の
部
分
品

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
及
び
タ
ー
ボ
プ
ロ
ペ
ラ
並
び
に
こ
れ
ら
の
部
分
品

別
表
第
二
の
三
第
二
号
の
二
ニ

中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
の
部
分
品
」
を
「
並
び
に
こ
れ
ら
の
部
分
品
」
に

改
め
、
同
号
ニ

を
同
号
ニ

と
し
、
同
号
ニ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

蒸
気
発
生
ボ
イ
ラ
ー
、
過
熱
水
ボ
イ
ラ
ー
又
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
ボ
イ
ラ
ー
の
補
助
機
器
及

び
蒸
気
原
動
機
用
復
水
器
並
び
に
こ
れ
ら
の
部
分
品

別
表
第
二
の
三
第
二
号
の
二
ニ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

積
層
造
形
用
の
機
械
及
び
そ
の
部
分
品

半
導
体
ボ
ー
ル
、
半
導
体
基
板
、
半
導
体
素
子
、
集
積
回
路
若
し
く
は
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
製
造
、
持
上
げ
、
荷
扱
い
、
積
込
み
若
し
く
は
荷
卸
し
、
マ
ス
ク
若
し
く
は
レ
チ
ク
ル
の
製
造
若
し
く
は

修
理
又
は
半
導
体
素
子
若
し
く
は
集
積
回
路
の
組
立
て
に
専
ら
又
は
主
と
し
て
使
用
す
る
機
器
並
び
に
こ
れ

ら
の
部
分
品
及
び
附
属
品

船
舶
の
プ
ロ
ペ
ラ
及
び
そ
の
羽
根
並
び
に
そ
の
他
の
機
械
類
の
部
分
品

別
表
第
二
の
三
第
二
号
の
二
中
ニ
を
ヘ
と
し
、
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

鉄
鋼
製
品
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

鉄
鋼
製
の
構
造
物
及
び
そ
の
部
分
品
並
び
に
構
造
物
用
に
加
工
し
た
鉄
鋼
製
の
板
、
棒
、
形
材
、
管
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品

鉄
鋼
製
の
貯
蔵
タ
ン
ク
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
容
器

鉄
鋼
製
の
タ
ン
ク
、
た
る
、
ド
ラ
ム
、
缶
、
箱
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
容
器

ニ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
製
品
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
構
造
物
及
び
そ
の
部
分
品
並
び
に
構
造
物
用
に
加
工
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
板
、

棒
、
形
材
、
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
た
る
、
ド
ラ
ム
、
缶
、
箱
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
容
器

別
表
第
二
の
三
第
二
号
の
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

三
輪
車
、
ス
ク
ー
タ
ー
、
足
踏
み
式
自
動
車
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
車
輪
付
き
玩
具
、
人
形
用
乳
母
車
、

人
形
、
そ
の
他
の
玩
具
、
縮
尺
模
型
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
娯
楽
用
模
型
及
び
パ
ズ
ル

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔

第
七
条
第
一
号
中
「
三
百
十
四
万
円
」
を
「
三
百
二
十
六
万
円
」
に
、「
四
百
七
十
一
万
円
」
を「
四
百
八
十
九
万
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
百
五
十
七
万
円
」
を
「
百
六
十
三
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
児
童
扶
養
手
当
法

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
に
基
づ
く
児
童
扶
養
手
当
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
給
付
（
以
下

「
児
童
扶
養
手
当
等
」
と
い
う
。）」
を
「
児
童
扶
養
手
当
等
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
千
円
」
を
「
五
万
二
千
五

百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
十
万
円
」
を
「
十
万
五
千
円
」
に
、「
三
十
三
万
円
」
を
「
三
十
四
万
円
」に
改
め
、

同
条
第
八
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
、「
か
ら
ニ
ま
で
」
を
「
か
ら
ホ
ま
で
」
に
改
め
、同
号
た
だ
し
書
中「
二

百
五
十
二
万
円
」
を
「
二
百
五
十
九
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
中
「
十
万
五
千
円
」
を
「
十

万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

第
三
条
第
七
号
に
規
定
す
る
期
間
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
緊
急
生
活
安
定
貸
付
期
間
」
と
い
う
。）
一

月
に
つ
き
、
貸
付
け
を
受
け
る
者
の
推
定
年
所
得
額
を
児
童
扶
養
手
当
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資

格
者
の
前
年
の
所
得
と
み
な
し
た
な
ら
ば
同
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
児
童
扶
養
手
当
の
額

に
相
当
す
る
額

第
七
条
第
九
号
中
「
第
三
条
第
七
号
」
を
「
第
三
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
第
三
条
第
八
号
」を「
第

三
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
三
条
第
九
号
」
を
「
第
三
条
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中

「
第
三
条
第
十
号
」
を
「
第
三
条
第
十
一
号
」
に
、「
三
十
万
円
」
を
「
三
十
一
万
円
」
に
改
め
る
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
百
六
十
一
号

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
、

第
十
六
条
、
第
三
十
一
条
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
一
条

の
六
第
一
項
第
四
号
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
十
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
」及
び「（
以
下
単
に「
配

偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
中

第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に
「
配
偶

者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
に
基
づ
く
児
童
扶
養
手
当
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
給
付
（
以
下
「
児
童
扶
養

手
当
等
」
と
い
う
。）を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
の
前
月
の
所
得
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下

「
推
定
年
所
得
額
」
と
い
う
。）が
、
そ
の
者
の
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
扶
養

親
族
（
以
下
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）及
び
そ
の
者
の
扶
養
親
族
で
な
い
児
童
で
そ
の
者
が
同
月
の
末
日
に
お
い

て
生
計
を
維
持
し
た
も
の
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百

五
号
）
第
二
条
の
四
第
二
項
の
表
の
第
二
欄
に
定
め
る
額
（
第
三
十
一
条
第
七
号
に
お
い
て
「
児
童
扶
養
手
当
支

給
制
限
所
得
額
」
と
い
う
。）未
満
で
あ
る
も
の
が
、
こ
の
号
に
掲
げ
る
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
し
た
と
き

か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金
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